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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］1
年
生
／
地
理
歴
史
／
世
界
史
Ａ
　［
分
野
・
単
元
］帝
国
主
義
と
第
一
次
世
界
大
戦
（
本
時
は
、

全
７
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
Ｐ
．51
に
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］前
田
先
生
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。チ
ャ
レ
ン
ジ
①
は
、既
習
事
項
の
復
習
に
個
人

で
取
り
組
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
②
は
、
欧
州
列
強
諸
国
の
国
際
関
係
を
整
理
す
る
課
題
に
個
人
で
取
り
組
ん
だ
上
で
、そ
の

内
容
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
。チ
ャ
レ
ン
ジ
③
で
は
、国
際
関
係
を
地
図
上
に
図
示
す
る
課
題
に
、グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。

本時のテーマの説明と前時の復習

前田先生はまず、中学校で既に学習した第一次世界大戦
の要因となった欧州の対立構造について、その原因を考
えることが本時のテーマであると伝えた。その後、生徒
はワークシートのチャレンジ①に取り組み、帝国主義や
欧州列強諸国など、前時までの既習事項を復習した。

8:50
本時の概要

まえだ・たかと　教職歴 11 年。同校に赴任して５年目。進路指導課。地理歴史科。
前任は中学校の社会科の教師。先進校の事例などから学ぶ、主体的・対話的で深い学
びの研修を通じて、研鑽を積む。

学校概要
◎ 2000 年度、普通科から総合学科に改編。南加賀地区唯一の総合学科高校となる。
３年間を見通したきめ細かなキャリア教育を行い、生徒の進路実現を支援。基礎学力
の充実のため、１年次は独自の学び直し教材「加賀ベーシック」に取り組む。２年次
に興味・関心や希望進路に応じて、進学（人文・理数）系列、生活・福祉系列、ビジ
ネス系列の３系列から履修科目を選択する。

◎設立　 1973（昭和 48）年
◎形態　全日制／総合学科／共学　
◎生徒数　１学年 54 人、２学年 55 人、３学年 45 人
◎2021年度進路実績　卒業生 26 人中、短大・専門学校進学８人、就職 15 人。

授 業 実 践

世
界
史

「
少
し
だ
け
背
伸
び
を
さ
せ
る
」
問
い
で
、

生
徒
が
自
己
肯
定
感
を
得
ら
れ
る
授
業
を
目
指
す

石
川
県
立
加
賀
高
校

　前
田
鷹た

か

図と

発問・課題設定をキーに見る

国際関係を図示

「まず、それぞれの国の場所はどこかな？」という前田先生
の言葉を受け、生徒は国のカードを地図上に並べ始めた。国
同士の関係性が分からず考え込むグループに、前田先生は、
「ドイツに住む民族は？」「ドイツとフランスは、なぜ対立し
ていたのかな？」などと、ヒントになる問いを投げかけた。

9:17

本時のキー課題
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前
任
の
公
立
中
学
校
で
は
、
高
校
入
試

を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
知
識
を
教
え
込
む

講
義
形
式
の
授
業
を
し
が
ち
で
し
た
。
本

校
に
赴
任
し
、
学
習
が
苦
手
な
生
徒
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
目

を
配
れ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
が
い
た
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
校
の
生
徒
の
大
半
は
、
卒
業
後
、
専

門
学
校
に
進
学
し
た
り
、
就
職
し
た
り
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
と
進
路
が
直
結

し
な
い
と
捉
え
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な

く
、
そ
う
し
た
生
徒
が
歴
史
を
学
ぶ
意
義

を
感
じ
、
主
体
的
に
学
習
に
向
か
え
る
よ

う
、
授
業
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
授

業
の
中
心
に
据
え
、
教
師
の
講
義
は
全
体

の
３
～
４
割
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
歴
史
の
面
白
さ
や
魅
力
が
伝
わ
る
よ

う
、
歴
史
用
語
や
年
号
な
ど
の
知
識
を
教

え
る
こ
と
よ
り
も
、
歴
史
の
流
れ
を
つ
か

み
、
出
来
事
の
原
因
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
私
が

話
す
内
容
は
シ
ン
プ
ル
に
し
、
生
徒
が
理

解
し
や
す
い
表
現
を
心
が
け
、
教
科
書
で

太
字
に
な
っ
て
い
る
語
句
は
、
歴
史
の
流

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

歴
史
の
流
れ
や
出
来
事
の
要
因
を

つ
か
む
、
生
徒
主
体
の
授
業

列強諸国の関係を整理

ほかのグループの地図を共有

既習事項を活用し、欧州列強諸国の友好・対立関係を整理
するチャレンジ②に取り組んだ。個人で取り組んだ上で、
その内容を４人１組のグループで共有。「汎ゲルマン主義っ
て何？」「普墺戦争が起きた理由は？」などと、問いかけ
合い、生徒は分からない点を教科書や資料で調べた。

国のカードを線で結んだり、囲んだりして、三国同盟・三
国協商などの構図を示した。関係のある国を同じ色で囲ん
だり、国同士を結ぶ線の色を関係性の違いによって分けた
りと、どのグループも、国の関係性が視覚的に分かりやす
くなるよう、工夫していた。

前田先生は、生徒が完成させた地図を撮影してスクリーンに
映し、「欧州列強諸国に、日本はどのようにかかわったのかを
調べてみよう」と、次なる問いを投げかけた。その後、完成し
た地図を各自がワークシートに整理したところで授業の終了
時刻を迎えたため、本時の振り返りは次時に行うことにした。

9:00

9:209:31

チャレンジ③のルーブリックを説明

前田先生は、チャレンジ②で整理した欧州列強諸国の国際
関係を地図上に図示するチャレンジ③の課題について説明
し、５段階の尺度のルーブリックをスクリーンに映した。そ
して、「Ｂ基準まで到達できるように、グループで協力して
取り組みましょう」と、生徒に呼びかけた。

9:16

国際関係を図示
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れ
や
転
換
点
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
け
を

扱
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
毎
時
間
１
枚
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
取
り
組
ま
せ
ま
す
。
授
業
の
流

れ
や
手
順
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
生
徒
は

安
心
し
、活
動
に
集
中
で
き
る
の
で
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
構
成
（
図
１
）
は
毎
時
間
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、「
生
徒
の
活
動
量
を

多
く
す
る
こ
と
」「
１
人
で
取
り
組
め
る
こ

と
」「
少
し
だ
け
背
伸
び
を
さ
せ
る
こ
と
」

が
ら
書
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
評
価
は
観
点
別
に
行
い
、
特
に
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
は
、
毎
時
間
、
全
校
共
通
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
し
ま
す
（
＊
２
）。

毎
時
間
評
価
す
る
の
は
、
授
業
の
１
時
間

１
時
間
を
大
切
に
す
る
意
識
を
育
む
た
め

で
す
。

　
そ
の
他
の
観
点
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
や
定
期
考
査
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど

で
評
価
し
ま
す
。
本
時
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
」
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で

は
、
課
題
の
内
容
に
応
じ
て
評
価
の
観
点

を
設
定
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

そ
れ
を
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
前
に
生
徒

に
示
し
て
い
ま
す
。
定
期
考
査
で
は
、
歴

に
留
意
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

重
視
し
て
い
る
の
が「
少
し
だ
け
背
伸
び

を
さ
せ
る
こ
と
」
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、そ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
描
い
た
絵
画
を

見
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
船
が
清
国

の
船
か
イ
ギ
リ
ス
の
船
か
を
、
根
拠
を
示

し
て
答
え
る
問
題
や
、
ロ
シ
ア
が
南
下
政

策
を
採
っ
た
理
由
を
、
地
理
や
気
候
条
件

を
基
に
説
明
す
る
問
題
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

で
考
え
た
り
、
教
師
が
ヒ
ン
ト
を
出
し
た

り
す
れ
ば
解
答
で
き
る
問
題
で
す
。
そ
う

し
た
問
題
に
正
解
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
感
じ
、
学
習
に
前
向

き
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
ど
う
す

れ
ば
避
け
ら
れ
た
か
」
な
ど
、
あ
え
て
歴

史
の
「
if
」
に
切
り
込
む
問
い
か
け
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
自
分

な
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
な
ど
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
未
来
を
築

く
力
を
育
む
、
歴
史
の
授
業
の
大
切
な
役

割
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
③
」
は
、
１
学

期
に
学
習
し
た
欧
州
列
強
諸
国
の
歴
史

と
、
中
学
校
で
の
既
習
事
項
で
あ
る
三
国

同
盟
・
三
国
協
商
を
踏
ま
え
て
、
ド
イ
ツ

と
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
が
対
立
し
た
要
因

を
考
察
す
る
問
題
に
し
ま
し
た
。
本
校
の

生
徒
の
多
く
は
、
情
報
を
整
理
し
て
再
構

築
す
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
既
習
事

項
を
思
い
出
し
て
整
理
し
、
地
図
に
図
示

す
る
活
動
（
図
２
）
は
、
生
徒
に
少
し
だ

け
背
伸
び
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
と
め
と
し
て
行
う
「
Ｒ
80
」
は
、
茨

城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
が
開
発
し
た

方
法
（
＊
１
）
で
、
学
習
内
容
の
ま
と
め

の
文
章
を
、
接
続
詞
で
つ
な
い
だ
２
文
で

書
く
と
い
う
課
題
で
す
。
年
度
当
初
は
、

私
が
授
業
の
冒
頭
で
解
説
す
る
「
今
日
の

歴
史
が
動
い
た
ポ
イ
ン
ト
」
を
80
字
に
ま

と
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、

徐
々
に
私
の
解
説
を
簡
略
化
し
、
生
徒
が

必
要
な
こ
と
を
自
分
で
考
え
、
補
足
し
な

図１　ワークシートの構成

図２　ワークシート　チャレンジ③

＊１　Rはリフレクション（振り返り）、リストラクチャー（再構築）を指す。生徒がペアやグループで話し合った内容を80字でまとめる活動であり、必ず２文で構成し、
接続詞でつなげるのがルール。詳しくは、『VIEW21』高校版2018年 12月号 P.28-31参照。　＊２　同校の学習評価の実践は、『VIEW21』高校版2020年 10月号
P.46-49参照。

エ
イ
テ
ィ

※学校資料をそのまま掲載。

※前田先生提供資料を基に編集部で作成。本時のワークシート
は③④のみ。

❶今日の歴史が
　動いたポイント

最低限押さえるべきポイントについ
て、教師の解説を書き写す。

❷今日の
　ストーリー

文章の空欄にあてはまる語句を、教
科書から読み取って書き込み、歴史
の流れを確認する。

❸チャレンジ 自分の考えを書いたり、難易度の高
い問いに取り組んだりする。

❹R80 本時の学習内容を80字でまとめる。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

歴
史
の
「
if
」に
切
り
込
み
、

未
来
に
つ
な
が
る
力
を
育
む
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主体的・対話的で深い学び

史
用
語
な
ど
の
知
識
は
選
択
式
問
題
と
し
、

出
来
事
の
原
因
な
ど
を
記
述
さ
せ
る
問
題

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
問

ご
と
に
評
価
の
観
点
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
と
な
り
、
生

徒
主
体
の
授
業
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
生

徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
無
解
答
が
目
立

ち
ま
し
た
が
、今
は
、多
く
の
生
徒
が
す
べ

て
の
問
題
に
対
し
て
解
答
し
て
い
ま
す
。

背
伸
び
を
さ
せ
る
問
題
も
、
す
ぐ
に
諦
め

ず
、
自
分
な
り
に
答
え
を
出
そ
う
と
考
え

る
姿
勢
が
身
に
つ
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
生
徒
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、「
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
話

し
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
か
」「
授
業
は

分
か
り
や
す
い
か
」
の
肯
定
率
（「
と
て

も
そ
う
思
う
」「
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、

ど
ち
ら
も
高
い
結
果
で
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ど
の
生
徒
も
前
向
き

に
学
べ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
構
築
で
す
。

世
界
史
が
得
意
で
も
苦
手
で
も
、
主
体
的

に
取
り
組
め
る
授
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
追

究
し
て
い
き
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

難
し
い
問
題
で
も
、

自
分
な
り
に
考
え
る
よ
う
に

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】地理歴史・世界史Ａ　【分野・単元】帝国主義と第一次世界大戦　【テーマ・作品】ヨーロッパの国際関係の緊張
【設定時数】全７時間（本時は２時間目）　【単元目標】帝国主義の潮流が、どのように第一次世界大戦に向かっていったかを理
解する。また、第一次世界大戦がその後の世界にどのような影響を与えたのかを理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1
•急変する社
会と、帝国
主義の潮流

19 世紀の社会の変容
を、国際化・国民意識
の高まり・帝国主義の
３点で捉えることがで
きる。
【知識】

① 19 世紀の世界がどのように変
化していったのか、そのプラス
の面とマイナスの面を考え、教
科書から該当する部分を探し、
理解する。
②各国の国民がいかに国民意識を
獲得していったのかを、資料を
基に考える。
③帝国主義の潮流がどのように世
界に広がっていったのか、風刺
画を基に理解する。

【主体的な学び】教科書から読み取れる
内容をワークシートに構造化してまと
めさせることで、自分の頑張りでワー
クシートが埋まっていく実感を持たせ
られるようにする。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

2

•ヨーロッパ
の国際関係
の緊張
　①列強諸国
の対立と同
盟

既習事項を活用しなが
ら、第一次世界大戦前
の国際関係について、
言語化・図示できる。
【思考力、表現力、主体
性、協働性】

①第一次世界大戦前の国際関係
を、ドイツを中心に、既習事項
を基に考える。
②①で考えたことを地図上に落と
し込み、地政学的な理解の下に、
対立の原因を考察する。

【主体的な学び】既習事項を生かして理
解を深められるよう、ワークシートを
工夫する。
【対話的な学び】学習の理解度が異なる
生徒同士で助け合い、最低限理解すべ
きラインに到達できるようにする。
【深い学び】発展的な内容として、地政
学的な観点などを踏まえた理解ができ
るような発問をする。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

6
•ロシア革命
と社会主義
国家の成立

ロシア革命が画期的
だった理由と、列強諸
国が社会主義革命に反
発した理由を、風刺画
から読み取り、考察で
きる。
【思考力】

①ロシアで起こった革命の経緯
を、教科書で確認する。
②社会主義国家が成立したこと
が、他国にどのような衝撃を与
えたのか、風刺画から読み取る。

【対話的な学び】風刺画から読み取った
内容をグループ内で共有し、複数のポ
イントを有する風刺画について理解す
る助けになるようにする。
【深い学び】ソ連の成立を単なる歴史的
事象として終わらせず、他国への影響
を考えさせることで、学習に深まりを
持たせる。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

7
•ヴェルサイ
ユ体制と国
際連盟

第一次世界大戦後に成
立したヴェルサイユ体
制の問題点を、風刺画
から読み取り、考察で
きる。
【技能、思考力】

①ヴェルサイユ体制とワシントン
体制がどのように成立したか、
教科書で確認する。
②ヴェルサイユ体制に内在されて
いた問題を、風刺画から読み取
り、考察する。
③②の問題が現代の課題に通じる
点を考察する。

【対話的な学び】英字を含む風刺画の読
み取りをグループで行い、生徒が学び
合う場を設ける。
【深い学び】ヴェルサイユ体制と現代の
課題を比較し、考察することで、理解
を深められるようにする。

※前田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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